


 

 

余震除去：2009 年 8 月 11 日の駿河湾の地震（M6.5）と 2011 年 8 月 1 日の駿河湾の
地震（M6.2）の余震域の活動を除いて活動指数を求めた場合。 
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2009 年 8 月 11 日の駿河湾の地震（M6.5）と 2011 年 8 月 1 日の駿河湾の地震（M6.2）の余震域の
活動を除去した場合 
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深部低周波地震活動（2000年１月１日～2013年７月 24日） 

（2013年６月１日以降の震源を○で表示） 

上図矩形内の時空間分布図（Ａ－Ｈ投影） （2013年６月１日～2013年７月 24日） 
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※時空間分布図中、網掛けした期間は現在と比較して十分な検知能力がなかったことを示す。 
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深部低周波地震は、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界のすべりと同期して発生して

いる地震で、プレート境界の状態の変化を監視するために、その活動を監視している。 

 



ひずみ変化と推定されるすべり領域

ひずみ変化から推定されるすべり領域

新城浅谷（５～８） 短期的ゆっくりすべり候補領域
6月28日00時～7月3日24時 Mw5.2~5.5

田原高松（５～８）

豊橋多米

□ 体積ひずみ観測点
◇ 多成分ひずみ観測点

すべり候補領域は HITEQにより求めた プレート境界と断層面の形

豊田神殿

低周波地震回数

新城浅谷雨

すべり候補領域は、HITEQにより求めた。プレート境界と断層面の形
状はHirose et al.（2008）による。
（なお、HITEQとは、すべり候補領域の位置とその規模（Mw）を、すべりがプ
レート境界面上でプレートの沈み込み方向と反対に発生したと仮定し、グリッ
ドサーチ(考え得る全ての解を前提として得られる理論値と観測値を比較し、
合致するものを抽出)で求める数値計算プログラム。）

気象庁作成
豊橋多米、豊田神殿は、産業技術総合研究所のひずみ計である。

すべり推定期間



紀伊半島・東海地域の深部低周波微動活動状況

（2013 年 6 ～ 7 月） 防災科学技術研究所

防災科学技術研究所資料

● 6 月 27 ～ 30 日頃に，東海地方においてごく小規模な微動活動が断続的に発生．

● 7 月 23 ～ 26 日頃に，紀伊半島中部においてやや活発な微動活動．

図１．紀伊半島・東海地域における 2003 年 1 月～ 2013 年 7 月 27 日までの深部低周波微動の時空間分布（上図）．

赤丸はエンベロープ相関・振幅ハイブリッド法 (Maeda and Obara, 2009) およびクラスタ処理 (Obara et al., 2010) に
よって 1 時間毎に自動処理された微動分布の重心である．青菱形は周期 20 秒に卓越する超低周波地震 (Ito et al., 
2007) である．黄緑色の太線はこれまでに検出された短期的スロースリップイベント (SSE) を示す．下図は 2013
年 6 ～ 7 月を中心とした期間の拡大図である．6 月後半以降の期間については，7 月 23 ～ 26 日頃に奈良・三重県

境付近から三重県中部でやや活発な微動活動がみられた．この活動は，奈良・三重県境付近から開始し，北東方向

へと活動域が拡大した．また，6 月 25 日頃には和歌山県中部でごく小規模な活動がみられた．6 月 27 ～ 30 日頃に

は愛知県西部でごく小規模な活動が断続的にみられた．7 月 1 ～ 2 日頃には三重県北部で，7 月 8 日頃には奈良県

南部で，それぞれごく小規模な活動がみられた．
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図２．各期間に発生した微動分布（赤丸）および深部超低周波地震（青菱形）．灰丸は，図１の拡大図で

示した期間における微動分布を示す．
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掛川に対して,御前崎が沈降する長期的な傾向が続いている.

水準測量とＧＮＳＳ観測の比較

※1 電子基準点「御前崎」は2009年8月11日の駿河湾を震源とする地震(M6.5)に伴い,地表付近の局所的な変動の影響を受けた.
※2 2010年4月以降は,電子基準点「御前崎」を,より地盤の安定している場所に移転し,電子基準点「御前崎A」とした.
    上記グラフは,電子基準点「御前崎」と電子基準点「御前崎A」のデータを接続して表示している.
※3 水準測量の結果は,移転後初めて変動量が計算できる2010年9月から表示.
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 　　森～掛川～御前崎　間の上下変動

    傾向に変化は見られない．
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水準点 2595（御前崎市）の経年変化

掛川に対して御前崎市の沈降の傾向に変化はない.
(mm)
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回帰式

y = −4.95x + 1.87 sin 2πx + 7.22 cos 2πx （1979年 6 月 ～ 1999年 7月）

y = −4.95x + 1.33 sin 2πx + 1.42 cos 2πx （1999年 10月 ～ ）

●：網平均計算値による

上段：観測値

下段：年周補正
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東海地方の水平地殻変動【三隅固定】速報解
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震後最新３ヶ月
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